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「発生・分化におけるDNA修飾」

発生・分化では ヒストン修飾やDNAメチル化といったエピジェネティック制御が重要な役

２０１１年８月２２日（月） １７時-１８時３０分
医学部５号館２０１号室

発生・分化では、ヒストン修飾やDNAメチル化といったエピジェネティック制御が重要な役
割をはたしています。長い間、DNAの修飾はシトシンのメチル化のみであると考えられてき
ましたが、最近になり、ヒドロキシメチル化も存在することが明らかにされ、驚くべきスピード
で研究が展開されています。
今回のセミナーでは、初期胚の発生に必須なPGC7/Stellaが、初期発生過程において、ど

のようにしてDNAのメチル化およびヒドロキシメチル化を制御しているのか、を中心にお話を
する予定です。また、PGC7/Stellaを用いて、DNAメチル化と発がんの関係についての研究
もおこなっており、あわせて、その内容も紹介するつもりです。ぜひご来聴の上、DNA修飾の
生物学的意義のおもしろさに触れてみてください。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています 受講学生は履修簿を持参し本セミナ は医学履修課程特別セミナ 等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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